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第１ 回  

 

25.6.20  

 

平 成 24 事 業 年 度 に 係 る 業務 の

実 績 報 告 書 （ 案 ） に つ い て  

 

○ 経 営 協 議 会 を 有 効 に 活 用

し ， 効 率 的 に 機 能 さ せ て い

く た め に ， 学 外 委 員 に 更 に

期 待 す る こ と や 運 営 の あ り

方 等 に つ い て ど の よ う に 考

え て い る か 。  

 

○ 本 学 の 現 状 理 解 を 得 る 取 組 み と

し て ，学 内 施 設 の 視 察 及び教 育 研

究 活 動 等 に つ い て 報 告 す る 機 会

を 設 け ，経 営 協 議 会 委 員 から 多 様

な 観 点 に よ る 貴 重 な 助 言・意 見 等

を い た だ い た 。  

［ 学 内 施 設 の 視 察 ］  

・ 農 学 部 附 属 農 場 ， 工 学 部 １ 号

館 及 び オ プ テ ィ ク ス 教 育 研 究

セ ン タ ー の 視 察 を 実 施 （ 平 成

25 年 ５ 月 20 日 （ 月 ） ）  

［ 教 育 研 究 活 動 等 の 取 組 発表 ］  

・ 各 学 部 長 等 か ら ， 当 該 部 局 に

お け る 教 育 研 究 活 動 等 へ の 取

組 を 発 表 （ 平 成 25 年 ９ 月 26

日（ 木 ）：第２ 回 経 営 協 議会 ） 

・ 若 手 教 員 か ら ， UU-COE の 研 究

内 容 及 び 成 果 に 関 す る 発 表 を

実 施（ 平 成 25 年 12 月 17 日（火 ）

： 第 ３ 回 経 営 協 議 会 ）  

 

 

ミ ッ シ ョ ン 再 定 義 に つ い て  

 

 

○ 教 育 方 法 に つ い て は ， コ ン

ピ ュ ー タ ー 学 習 が 進 む 一

方 ， 創 造 的 な 学 習 が 必 要 と

な る 学 生 と の 二 極 化 が 進 ん

で く る こ と も 重 視 す る 必 要

が あ る 。 授 業 方 法 等 に つ い

て も 変 化 し て い る の で ， 教

員 養 成 の 役 割 も 重 要 で あ

る 。  

 

○ 行 動 で き る 知 性 を 養 う 教 育 を 推

進 す る た め ，基 盤 教 育 でアク テ ィ

ブ ラ ー ニ ン グ 科 目 を 充 実 させ た 。

ま た ，学 生 が 所 属 す る 学部に お い

て 学 ぶ 専 門 科 目 の み な ら ず，多 様

な 他 の 領 域 の 知 識 や 能 力 を 身 に

つ け さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム ：

Learning+1（ 学 部 生 ）を 充実 さ せ

た 。  

さ ら に ，平 成 26 年 度 か ら 新た に ，

Advanced Learning+1（ 大 学院 生 ）

を 開 設 す る 。  

○ 教 員 養 成 機 能 の 全 学 的 体 制 の 充

実 を 図 る た め ， 平 成 26 年度 か ら

教 職 セ ン タ ー を 設 置 す る こ と と

し た 。  

○ 大 学 院 教 育 学 研 究 科 に おい て ，教

職 大 学 院 （ 教 育 実 践 高 度 化専 攻 ）

の 設 置 及 び 同 研 究 科 既 存 の 修 士

課 程 の 改 組 に つ い て ， 平成 27 年

度 実 施 に 向 け た 検 討 を 進 めた 。  

 



 

 

 

 

 

第 ３ 回  

 

25.12.17 

 

財 務 レ ポ ー ト 2012 に つ い て  

 

○ 財 務 レ ポ ー ト が 広 く 認 知 さ

れ て い な い 感 が あ る 。 財 務

レ ポ ー ト の 存 在 を 広 く 知 っ

て も ら う チ ャ ン ス を 作 る べ

き で あ る 。  

 

○ 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 公 表 並

び に 取 引 銀 行 及 び 同 窓 会 等 へ の

配 付 の ほ か ，栃 木 県 経 済同友 会 を

通 じ て 県 内 各 企 業 等 へ 配 付 願 う

な ど ， Ｐ Ｒ に 努 め た 。   

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 回  

 

26.3.25 

 

平 成 2 6 年 度 国 立 大 学 法 人宇 都

宮 大 学 年 度 計 画 （ 案 ） に つい

て  

 

○ 「 国 際 化 に 関 す る 目 標 を 達

成 す る た め の 措 置」と し て，

海 外 の 卓 越 し た 大 学 と の 共

同 事 業 に よ る 国 際 交 流 活 動

の 活 発 化 等 を 計 画 し て い る

が ， ど の よ う に ア ピ ー ル し ,

展 開 し て い く の か 。  

 

○ パ デ ュ ー 大 学 は ， 米 国 の イ

ン デ ィ ア ナ 州 に あ り ， 同 州

は 栃 木 県 と 姉 妹 提 携 を 結 ん

で い る 。 米 国 で は 古 い 歴 史

を 持 っ た す ば ら し い 大 学 で

あ る 。 積 極 的 に 交 流 を 進 め

て ほ し い 。  
 

 

○ 海 外 の 卓 越 し た 大 学 と の 国 際 交

流 活 動 に つ い て は ， 平 成 25 年 か

ら 農 学 部 が 中 心 と な っ て パ デ ュ

ー 大 学 と の 交 流 を 進 め て いる 。具

体 的 に は ， 平 成 2 6 年 度 に交 流 協

定 を 締 結 し ，ワ ー ク シ ョップ の 活

動 を 深 め て い く 予 定 で あ る。  

 


